
 

キシン類の魚介類の蓄積調査結果を公表 

去る6月27日、平成11年度から平成14年度にわたって実施された魚介類中のダ

類の蓄積実態調査結果を公表しました。 

査対象魚介類(海藻類を含)は魚類273検体、貝類49検体、甲殻類31検体、その

物70検体で可食部を調査したものです。また、平成15年度以降も650検体の調

る方針です。 

は、水産庁が水産資源を安全かつ持続的に提供する観点から、我が国の主要

における魚介類中のダイオキシン類の蓄積実態の概要を把握するために、我

類に係る食生活の実態を踏まえ、沿岸、沖合域、遠洋域および内水面で漁獲

及び輸入魚介類を含めた、102種、423検体について実施したものです。 

態調査結果は、ダイオキシン類の平均濃度が、1㌘当たり0.908ピコ㌘となり、

キシン摂取許容量は1日に体重1㌔当たり1.63ピコ㌘(体重50kgの人で81.5ピ

、厚生労働省ではこの結果を踏まえ、この値は普通にバランスのよい食事を

れば、健康に影響を与えるものではないとしています。 

室開催される                  －県遊漁船業協会－ 

業協会(原剛三会長)では、船釣に対する関心を高め、新たな利用者の開拓を

に、水産資源の保護培養と海の環境保全、更には海の利用に対する認識の高

とを目的として、去る6月25日大井川町漁港において当協会加入の大井川町漁

隻の協力を得て、船釣初心者を対象とした「初心者船釣教室」を開催しまし

雨が降るあいにくの天候となりましたが、県内から約90名が参加し、釣道具

や乗船上の注意事項の説明を受け、大井川沖で遊漁船業者の指導のもと約3時

キス釣りを体験しました。 

書紹介 「渚ばんざい～漁村に暮らして～」 川口祐二著 

の漁村を訪ねて聞き書きの旅を続ける作家、川口祐二氏の新著「渚ばんざい」
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１．農水省関係の食品安全5法が成立 

 農林水産省が提出していた食品安全5法①牛肉トレーサビリティ法(牛の個体識別のた

めの情報の管理及び伝達に関する特別措置法) ②農水省設置法改正案 ③食品の安全

確保のための農水省関係法の整備法 ④飼料の安全性確保法及び品質改善に関する法律

の一部改正 ⑤ＨＡＣＣＰ支援法改正(食品の製造過程の管理の高度化に関する臨時措

置法の改正)が去る7月1日施行されました。 

 農水省設置法は、食糧庁を廃止し、食品・安全局を新設するとともに、地方組織も再

編し、安全行政体制を強化したものです。 

食品の安全性確保関係法の整備法は食品安全基本法の制定に伴い、肥料取締法、薬事

法、農薬取締法、家畜伝染病予防法を一括改正し ①資材の安全性確保、使用適正化、

事故発生時の対応措置 ②厚生労働省との連携強化 ③罰則強化を図るとしています。

薬事法(施行は7月30日予定)では、未承認動物医薬品の使用禁止、食用動物への使用規

制の範囲拡大が柱で、トラフグ養殖等で使用されたホルマリンは未承認のため使用禁止

となります。また、罰則の強化(3年以下の懲役若しくは200万円以下の罰金)が規定され

ます。飼料安全法では、有害な物質を含む飼料の製造・販売・輸入が禁止されます。Ｈ

ＡＣＣＰ支援法は平成7年に制定された5年間の時限立法で、導入をさらに促進するため、

適用期限を5年間延長します。 
２．水産加工品・生鮮冷凍品水産物の生産量まとまる 

 農林水産省統計情報部では去る6月10日、平成14年(1～12月)の水産加工品生産量及び

生鮮冷凍水産物の生産量を発表しました。 

それによると、昨年の水産加工品生産量は213万7千トンで、昨年に比べ5％減少しまし
がドメス出版社から発刊されました。 
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の方々が読まれると、多くの共感が生まれるであろう一冊です。
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た。また、生鮮冷凍水産物の生産量は136万3千トンで、前年に比べ14％減少しました。

水産加工経営体数は1万1,100経営体で、前年に比べ3％減少しました。 

概要は次のとおりです。▽水産加工品生産量(生鮮冷凍品を除く) ①練り製品：生産

量は67万6,600トン 内訳：カマボコ類＝47万3,000トン 焼きチクワ＝14万1,500トン

魚肉ハム・ソーセージ＝6万2,100トン ②冷凍食品：生産量は31万5,800トン 内訳：魚

介類(切り身、むきエビ等の加工品)＝15万6,800トン 水産物調理食品＝15万9,000トン
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7月25日(金) 県漁業共

  〃    県機船底

③乾製品：生産量は34万2,300トン 内訳：煮干し品＝8万2,700トン 素干し品＝3万

7,200トン 塩干品＝22万2,500トン ④塩蔵品：生産量は22万1,800トン 内訳：サケ・

マス類＝10万2,800トン サバ類＝3万8,400トン タラコ・スケトウダラコ＝2万300トン

⑤薫製品：生産量は1万2,600トン ⑥節製品：生産量は11万6,300トン 内訳：節類＝7

万900トン 削り節＝4万5,400トン ▽生鮮冷凍水産物生産量 内訳：サケ・マス類＝12

万3,700トン イワシ類＝18万9,200トン サンマ＝11万9,000トン サバ類＝18万6,000

トン 


